
一
〇
三

東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

平
成
二
二
年
二
月
よ
り
平
成
二
三
年
一
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
資
料
収
集
・
調
査
活
動
〉

○
史
料
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌
抄
録
」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

三
点

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

一
七
九
点

○
学
内
受
入
図
書
類　

二
四
七
点

〈
史
料
公
開
業
務
〉

○
研
究
活
動

『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
一
回
発
行
）

編
集
：
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会

発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
二
八
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
発
行

　
　
　
　
　
　

Ｂ
５
版
一
〇
二
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

○
広
報
活
動

『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

第
四
四
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

第
四
五
号　

二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

○
見
学

平
成
二
二
年
三
月
一
〇
日

　

大
東
文
化
大
学
荒
井
明
夫
ゼ
ミ
の
見
学

平
成
二
二
年
五
月
一
七
日

　

防
衛
大
学
校
教
職
員
の
見
学

平
成
二
二
年
一
一
月
三
〇
日

　

東
京
外
国
語
大
学
院
生
の
見
学

○
閲
覧

　

閲
覧
者
数　

延
五
一
名
（
学
内
八
名
、
学
外
四
三
名
）

○
件
名

・�

教
育
調
査
会
に
つ
い
て
、『
旧
制
高
等
学
校
史
研
究
』

他
を
閲
覧
。

・�

卒
業
論
文
の
調
査
の
た
め
、『
内
田
祥
三
史
料
目
録
』

を
閲
覧
。

・�

普
仏
戦
争
に
お
い
て
日
本
が
布
告
し
た
局
外
中
立
に
つ

い
て
の
調
査
の
た
め
、『
渡
邊
洪
基
史
料
目
録
』を
閲
覧
。

・�

鈴
木
重
礼
博
士
と
古
在
由
直
博
士
の
交
流
の
調
査
の
た

め
、『
古
在
由
直
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・�

幕
末
・
維
新
期
の
金
沢
知
識
人
の
調
査
の
た
め
、『
第

一
高
等
中
学
校
一
覧
』、『
松
坡
遺
稿
』、『
男
爵
桜
井
錠

二
遺
稿　

思
い
出
の
数
々
』、『
日
本
博
士
全
伝
』
を
閲

覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・�

古
在
由
直
の
交
遊
関
係
調
査
の
た
め
、『
古
在
由
直
史

料
目
録
』、『
留
学
生
関
係
書
類
』
自
明
治
三
八
年
至
明

治
四
三
年
を
閲
覧
。

・�

大
正
一
四
年
の
工
学
部
学
生
改
革
の
調
査
の
た
め
、「
内

田
祥
三
史
料
」
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、「
内
田
祥
三
史
料
」
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、『
諸
規
定
』
自
昭
和
七
年
至
昭
和

五
二
年
、『
東
京
帝
国
大
学
航
空
研
究
所
事
業
一
覧
』

大
正
十
五
年
、
昭
和
四
年
、『
地
震
研
究
所
一
覧
』、『
学

内
往
復
』、『
文
部
大
臣
准
允
』、『
外
国
関
係
文
書
』
を

閲
覧
。

・�

文
部
官
僚
の
活
動
の
研
究
の
た
め
、「
加
藤
弘
之
史
料
」、

「
渡
邊
洪
基
史
料
」
を
閲
覧
。

・�

論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』昭
和
一
七
年（
一
）、

彙　

報



一
〇
四

昭
和
一
八
年
（
一
）
を
閲
覧
。

・�
資
料
閲
覧
（
日
光
植
物
分
園
等
）
の
た
め
、『
明
治

四
五
年
以
降
土
地
関
係
書
類　

営
繕
課
』、『
日
光
新
旧

植
物
分
園
地
交
換
関
係
書
類
』、『
日
光
旧
植
物
分
園
土

地
及
建
物
売
却
ニ
関
ス
ル
書
類
』
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、『
東
京
大
学
年
報
』
六
号
、『
文
部

省
往
復
』
明
治
二
三
年
、『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』
明

治
一
九
～
二
九
年
、『
帝
国
大
学
一
覧
』
明
治
二
二
年
、

二
三
年
を
閲
覧
。

・�

栃
木
県
立
工
業
学
校
に
関
す
る
資
料
の
閲
覧
た
め
、「
渡

邊
洪
基
史
料
」
を
閲
覧
。

・�

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
福
音
主
義
思
想
の
工
学
寮
・
工
科
大

学
校
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、『
工
部
大

学
校
管
理
法
』、『
工
部
省
改
革
意
見
』、『
加
藤
弘
之
日

記
』
明
治
二
三
年
他
を
閲
覧
。

・�

赤
門
学
友
会
報
『
懐
徳
』
取
材
の
た
め
、『
卒
業
ア
ル

バ
ム
』
昭
和
四
二
年
度
を
閲
覧
。

・�

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
福
音
主
義
思
想
の
工
学
寮
・
工
科
大

学
校
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、『
工
部
大

学
校
資
料
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
を
閲
覧
。

・�

加
藤
弘
之
日
記
中
の
高
等
教
育
会
議
に
関
す
る
事
項
の

調
査
・
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・�

福
澤
諭
吉
研
究
の
資
料
と
し
て
、『
加
藤
弘
之
日
記
』

慶
応
四
年
戊
辰
日
記
を
閲
覧
。

・�

帝
国
大
学
の
寄
宿
舎
に
関
す
る
調
査
の
た
め
、『
文
部

省
及
諸
向
往
復
』
明
治
一
八
年
（
甲
）、
明
治
一
八
年

（
乙
）、
明
治
一
八
～
二
一
年
を
閲
覧
。

・�

明
治
期
の
教
育
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、「
渡
邊
洪
基

史
料
」
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、『
東
京
帝
国
大
学
新
聞
』
を
閲
覧
。

・�

帝
国
大
学
学
生
史
資
料
の
基
礎
的
研
究
の
た
め
、『
文

部
省
往
復
』
大
正
一
三
年
、
一
五
年
・
昭
和
元
年
、
昭

和
三
～
五
年
、
昭
和
一
三
年
、
昭
和
一
五
年
を
閲
覧
。

・�

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
及
び
存
学
者
の
氏
名
一
覧
確
認

の
た
め
、『
東
京
大
学
要
覧
』
昭
和
二
八
～
二
九
年
、『
東

京
大
学
一
覧
』
昭
和
一
八
～
二
七
年
を
閲
覧
。

・�
司
法
省
法
学
校
第
三
期
生
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、

『
文
部
省
准
允
』、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』明
治
一
九
年
、

『
諸
官
庁
往
復
』
明
治
二
一
年
を
閲
覧
。

・�

大
学
と
文
部
省
間
の
書
類
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往

復
』
明
治
一
六
～
一
九
年
を
閲
覧
。

・�

大
学
教
員
の
海
外
出
張
研
究
の
た
め
、『
秘
書
附
緊
要

書
類
』
明
治
二
五
～
二
九
年
、『
留
学
生
「
申
報
書
」

及
び
文
部
省
外
国
留
学
生
表
』
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、「
内
田
祥
三
史
料
」
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
目
録
』、『
官
庁
往

復
目
録
』
を
閲
覧
。

・�

叔
父
の
専
攻
学
科
の
確
認
の
た
め
、『
東
京
帝
国
大
学

一
覧
』
昭
和
一
七
年
度
、『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・

学
徒
出
陣
』
を
閲
覧
。

・�

論
文
執
筆
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・�

学
術
研
究
の
た
め
、『
諸
侯
往
復
目
録
』、『
学
内
往
復

目
録
』、『
学
士
養
成
関
係
書
類
』
明
治
二
四
年
を
閲
覧
。

・�

一
八
八
〇
年
代
に
お
け
る
帝
国
大
学
と
第
一
高
等
中
学

校
の
寄
宿
舎
に
つ
い
て
の
研
究
調
査
の
た
め
、『
文
部

省
会
計
局
往
復
一
』
明
治
二
二
年
、『
文
部
省
会
計
局

往
復
二
』
明
治
二
二
年
、『
諸
官
庁
往
復
』
明
治
一
八
年
、

明
治
一
九
～
二
〇
年
、明
治
二
一
～
二
二
年
、『
諸
学
校
・

郡
区
役
所
警
察
署
病
院
往
復
』
を
閲
覧
。

・�

来
館
者
か
ら
の
質
問
に
関
し
て
の
調
査
の
た
め
、『
東

京
大
学
一
覧
』
昭
和
四
四
～
四
五
、『
東
京
開
成
学
校

一
覧
』
明
治
八
年
、
九
年
を
閲
覧
。

・�

学
生
課
の
活
動
の
調
査
の
た
め
、『
夏
休
の
栞
』、『
奨

学
金
受
給
学
生
に
関
す
る
調
査
』、『
学
生
福
利
施
設
概

況
』、『
卒
業
生
就
職
状
況
調
査
』
を
閲
覧
。

・�

お
雇
い
外
国
人
の
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
百
年
史
』

を
閲
覧
。

・�

農
学
に
お
け
る
獣
医
系
大
学
病
院
計
画
の
歴
史
的
考
察

の
た
め
、『
東
京
大
学
本
郷
地
区
建
物
配
置
図
』を
閲
覧
。



一
〇
五

○
照
会

　

照
会
者
数　

延
一
一
九
名
（
学
内
四
二
名
、
学
外
七
七

名
）

・�

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
か
ら
、
東
大
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
つ
い

て
の
照
会
。

・�

大
学
の
前
身
校
、
開
成
学
校
の
写
真
利
用
に
つ
い
て
。

・�

福
永
武
彦
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
の
だ
が
、
福
永
に
ま

つ
わ
る
戸
田
寮
、
弓
術
部
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

・�

所
蔵
史
料
の
劣
化
防
止
策
に
つ
い
て
。

・�

明
治
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
大
学
（
校
）
に
つ
い

て
京
都
と
の
関
連
を
知
り
た
い
。

・�

石
川
師
範
学
校
の
教
諭
が
第
四
高
等
学
校
で
も
教
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
。

・�

ア
ー
カ
イ
ブ
の
設
立
に
つ
い
て
、
管
理
運
営
・
予
算
・

人
員
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

・�

学
ラ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
史
料
室
で
帝

国
大
学
時
代
の
制
服
を
保
存
し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い

は
学
ラ
ン
の
写
真
は
な
い
か
。

・�

大
学
ノ
ー
ト
の
由
来
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
大
学

ノ
ー
ト
の
起
源
は
一
八
八
四
年
に
本
郷
赤
門
前
の
洋
書

店
松
屋
で
売
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
が
、
当
時
の
大
学

ノ
ー
ト
が
保
存
さ
れ
て
は
い
な
い
か
。

・�

明
治
期
の
金
沢
・
石
川
出
身
者
の
進
学
動
向
に
つ
い
て
。

・�

昭
和
四
九
年
当
時
の
工
学
部
内
の
各
学
科
構
成
に
つ
い

て
。

・�

大
正
期
の
医
学
部
教
員
の
写
真
に
つ
い
て
。

・�

東
京
大
学
は
日
本
の
「
近
代
大
学
」
の
始
ま
り
か
。

・�

一
高
の
教
員
ス
タ
ッ
フ
構
成
等
に
つ
い
て
。

・�

明
治
期
の
卒
業
写
真
帳
の
所
在
に
つ
い
て
。

・�『
東
京
大
学
百
年
史
』
に
開
成
学
校
の
写
真
は
あ
る
か
。

あ
れ
ば
テ
レ
ビ
番
組
制
作
で
使
い
た
い
の
で
見
た
い
。

・�

女
子
が
入
学
し
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。

・�

東
京
大
学
正
門
に
大
学
の
表
札
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

・�

大
講
堂
（
安
田
講
堂
）
内
に
か
つ
て
あ
っ
た
総
長
室
に

つ
い
て
。

・�『
明
治
四
年
文
部
省
並
諸
向
往
復
』
は
所
蔵
さ
れ
て
い

る
か
。

・�

総
長
室
の
変
遷
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
総
長
室
の
歴
史

を
扱
っ
て
い
る
か
。

・�『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
（
九
二
八
頁
）
の

赤
門
の
写
真
の
原
本
所
蔵
に
つ
い
て
。

・�

四
月
一
二
日
東
大
創
立
記
念
日
に
伴
い
、
当
時
の
写
真

を
貸
り
た
い
。

・�

香
港
の
大
学
の
先
生
が
来
る
の
で
大
学
の
歴
史
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
た
り
、
重
要
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
案
内
は
大
学
で

は
で
き
る
か
。

・�

東
京
大
学
史
紀
要
に
つ
い
て
、
電
子
化
す
る
予
定
が
あ

る
か
。

・�

か
つ
て
法
学
部
に
二
九
番
教
室
は
存
在
し
た
か
。

・�

帝
国
大
学
時
代
に
寄
宿
舎
が
あ
っ
た
が
、
場
所
を
教
え

て
ほ
し
い
。

・�『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
の
原
本
史
料
の
所
在
に

つ
い
て
。

・�

東
京
大
学
史
料
室
に
お
け
る
史
料
の
保
存
状
況
等
に
つ

い
て
。

・�

学
生
部
が
発
行
し
て
い
る
『
本
郷
の
学
生
生
活
』
の
所

在
に
つ
い
て
。

・�

明
治
三
一
年
の
理
科
大
学
卒
業
写
真
に
つ
い
て
。

・�

史
料
室
規
則
に
つ
い
て
。

・�

閉
店
し
た
落
第
横
町
の
中
華
料
理
店
大
島
屋
店
主
が
保

有
し
て
い
た
大
学
関
係
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
が
、
広
報
セ

ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
る
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
ほ
し

い
。

・�

昭
和
二
〇
年
法
学
部
が
初
め
て
大
学
開
放
講
座
を
開

き
、
そ
の
趣
旨
は
学
内
の
他
学
部
ま
た
他
大
学
に
広
ま

る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
。

・�『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
（
二
）』
の
九
八
四
頁
三
行

目
に
「
次
節
四
参
照
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
記

述
が
み
つ
か
ら
な
い
が
、
ど
こ
に
書
い
て
あ
る
か
。
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・�
昭
和
八
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
父
の
情
報
を
知
り
た

い
。

・�

教
育
学
部
創
設
頃
の
入
試
情
報
に
つ
い
て
。

・�

明
治
三
三
年
の
年
度
は
、
九
月
始
ま
り
の
七
月
終
わ
り

で
い
い
の
か
。

・�

史
料
室
に
は
、
安
田
講
堂
建
設
時
の
写
真
は
あ
る
か
。

・�

明
治
期
の
帝
大
陸
上
部
の
活
動
に
つ
い
て
。

・�

総
長
を
つ
と
め
た
外
山
正
一
の
史
料
は
ど
こ
に
あ
る

か
。

・�

一
九
二
七
年
に
東
京
大
学
の
文
学
部
倫
理
学
科
に
お
ら

れ
た
方
の
経
歴
は
ど
の
よ
う
に
記
載
す
れ
ば
い
い
か
。

・�

明
治
初
期
の
化
学
関
係
の
史
料
は
あ
る
か
。

・�

史
料
室
の
見
学
は
、
突
然
で
も
可
能
か
。

・�

適
当
な
大
き
さ
の
史
料
を
長
期
的
に
保
存
す
る
袋
や
箱

は
あ
る
か
。

・�

外
山
正
一
の
史
料
は
ど
こ
に
あ
る
か
。ま
た
、ど
う
や
っ

て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

・�

戦
時
下
の
東
京
大
学
を
示
し
た
文
献
は
あ
る
か
。

・�

工
部
大
学
校
を
作
っ
た
時
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が

多
数
派
遣
さ
れ
た
と
聞
く
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
調
査

滞
在
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
史
料
室
で
の
身
分

受
入
れ
は
可
能
か
。

・�

教
育
学
コ
ー
ス
内
の
所
蔵
史
料
を
長
期
的
に
保
管
す
る

場
合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
適
切
な
保
存
袋
や
箱
は

ど
う
入
手
す
れ
ば
よ
い
か
。

・�『
東
京
大
学
の
百
年
』
に
出
て
い
る
よ
う
な
安
田
講
堂

工
事
中
の
写
真
以
外
に
、
史
料
室
で
な
に
か
保
管
し
て

い
な
い
か
。

・�

外
山
正
一
の
史
料
は
ど
こ
で
見
ら
れ
る
の
か
。
目
録
は

ど
こ
で
見
ら
れ
る
の
か
。

・�

事
務
補
佐
員
及
び
教
務
補
佐
員
の
業
務
に
つ
い
て
。

・�

旧
制
第
一
～
五
高
等
学
校
の
一
覧
及
び
文
科
大
学
の
史

料
（
明
治
二
二
～
二
三
年
の
文
学
部
の
史
料
）
を
閲
覧

し
た
い
。

・�

昭
和
二
四
年
の
法
学
部
の
入
試
を
み
た
い
。

・�
懐
徳
館
の
庭
園
を
設
立
当
初
に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。

史
料
室
に
設
立
当
初
や
戦
後
ま
も
な
く
の
図
面
や
そ
の

他
の
史
料
は
な
い
か
。

・�

女
子
学
生
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
。

・�

東
京
大
学
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
。

・�

松
本
市
に
あ
る
旧
制
高
校
記
念
館
の
活
動
等
に
つ
い

て
。

・�

東
大
の
場
合
、
公
文
書
管
理
法
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

・�

帝
大
時
代
の
学
生
服
に
つ
い
て
。

・�

大
学
文
書
館
等
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
。

・�

帝
大
時
代
の
学
生
服
を
見
た
い
。

・�

東
大
の
創
立
は
昭
和
二
二
年
か
。
ま
た
、
歴
代
総
長
名

を
教
え
て
ほ
し
い
。

・�

入
試
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
昭
和
四
一
年
だ
っ
た

か
。

・�

む
か
し
、
東
京
帝
国
大
学
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
。

・�

歴
代
総
長
の
す
べ
て
を
現
在
ま
で
就
任
年
ご
と
に
教
え

て
ほ
し
い
。

・�『
帝
国
大
学
一
覧
』
で
、
昭
和
四
、六
、七
、九
、一
〇
年

が
無
い
が
、
発
行
し
て
い
な
い
の
か
。

・�

大
正
期
の
文
学
部
在
籍
学
生
に
つ
い
て
の
確
認
。

・�

東
大
の
沿
革
に
つ
い
て
の
史
料
照
会
。

・�

韓
国
と
東
大
の
歴
史
が
分
か
る
建
物
の
撮
影
を
し
た

い
。

・�

戦
前
の
旧
制
教
育
制
度
と
戦
後
の
新
制
教
育
制
度
の
関

係
。

・�

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
か
け
て
の
教
育
の
流
れ
。

・�

東
京
大
学
新
聞
社
発
行
の
入
試
案
内
を
み
た
い

・�

鎌
倉
市
の
図
書
館
開
設
に
あ
た
っ
て
寄
附
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
Ｔ
．
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
東
大

を
卒
業
し
て
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
。

・�

上
田
萬
年
、芳
賀
矢
一
の
学
位
に
関
す
る
授
与
文
書
や
、

そ
の
関
係
書
類
（
文
部
省
往
復
や
加
藤
弘
之
日
記
等
）
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を
閲
覧
し
た
い
。

・�
帝
国
大
学
時
の
、
分
科
大
学
の
英
訳
に
つ
い
て
。

・�

大
学
紛
争
当
時
の
七
学
部
代
表
団
と
の
確
認
書
に
つ
い

て
。

・�

東
大
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
ま
た
博
物
館
の
場

所
は
ど
こ
か
教
え
て
ほ
し
い
。

・�

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
渡
邊
総
長
像
は
あ
る
か
。

・�

戦
前
期
の
農
学
部
卒
業
生
を
知
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。

・�

帝
国
大
学
で
の
四
月
入
学
に
つ
い
て
。

・�

履
歴
書
に
「
昭
和
三
一
年
四
月
数
物
系
大
学
院
研
究
科

研
究
生
」
と
か
い
て
あ
る
が
、
正
し
い
か
。

・�

法
学
部
の
前
身
で
あ
る
司
法
省
法
学
校
の
史
料
が
あ
る

か
。

・�

旧
制
高
校
の
ナ
ン
バ
ー
・
ス
ク
ー
ル
は
現
在
の
国
立
大

学
の
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
。

・�

昭
和
一
九
年
の
理
学
部
物
理
学
科
の
入
学
者
数
に
つ
い

て
。

・�

理
学
部
物
理
学
科
一
九
四
二
年
入
学
者
数
、
お
よ
び

一
九
四
四
年
入
学
者
数
・
出
身
高
校
・
学
内
広
報
特
集

号
の
号
数
に
つ
い
て
。

・�

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
空
襲
被
害
に
つ
い
て
。

・�

百
年
史
の
配
布
先
が
分
か
る
史
料
は
あ
る
か
。

・�

戦
前
期
に
総
合
図
書
館
で
働
い
て
い
た
職
員
の
履
歴
書

が
み
た
い
。

・�

明
治
一
五
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
Ｉ
．
は
、
本
科
か

別
課
の
出
身
か
。

・�

熊
本
・
五
高
記
念
館
の
所
蔵
目
録
は
公
開
さ
れ
て
い
る

か
。

・�

昭
和
三
九
年
の
入
試
等
の
情
報
に
つ
い
て
。

・�

関
西
の
帝
大
設
置
に
関
す
る
牧
野
文
書
に
つ
い
て
。

・�

一
八
六
五
～
一
九
四
二
年
に
東
大
の
教
授
と
し
て
在
籍

し
て
い
た
か
ど
う
か
の
確
認
に
つ
い
て
。

・�

東
京
大
学
歴
代
総
長
式
辞
集
は
史
料
室
で
も
閲
覧
で
き

る
か
。

・�
昭
和
一
九
年
に
入
試
試
験
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
そ

の
当
時
の
入
試
の
内
容
等
分
か
る
史
料
を
教
え
て
ほ
し

い
。

・�

大
正
期
の
理
学
部
・
内
地
留
学
生
に
つ
い
て
。

・�

理
学
の
矢
田
部
良
吉
の
史
料
に
つ
い
て
。

・�

明
治
期
の
別
課
医
学
に
つ
い
て
。

・�

東
京
大
学
は
い
つ
が
始
ま
り
か
。
そ
の
時
の
学
長
、
職

員
数
・
学
生
数
、
ま
た
昭
和
一
六
年
度
に
つ
い
て
も
教

え
て
ほ
し
い
。

・�

七
〇
年
代
後
半
の
学
部
学
生
及
び
教
官
の
男
女
比
が
分

か
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

・�

帝
大
時
代
の
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
が
分
か
る
も
の
（
学
帽

な
ど
の
写
真
や
、
学
生
簿
の
表
紙
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
画

な
ど
）
が
あ
る
か
ど
う
か
。
あ
れ
ば
撮
影
し
た
い
。

・�

帝
国
大
学
の
名
称
は
い
つ
こ
ろ
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た

か
。

・�

史
料
編
纂
所
に
所
蔵
し
て
あ
る
史
料
を
み
た
い
が
ど
う

し
た
ら
い
い
か
。

・�

大
正
一
四
年
に
東
大
で
教
授
を
し
て
い
た
Ｔ
．
教
授
の

在
任
期
間
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
東
大
の
学
生
で

も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
期
間
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・�

明
治
四
三
年
の
星
学
科
の
学
生
に
つ
い
て

・�

大
正
一
〇
年
当
時
、
帝
国
大
学
は
何
年
で
卒
業
で
き
た

か
。

・�

工
学
部
応
用
科
学
系
の
雑
誌
（
同
人
誌
）
の
『
ア
ル
ケ

ミ
ス
ト
』
を
探
し
て
い
る
が
史
料
室
に
所
蔵
し
て
い
な

い
か
。

・�

東
京
大
学
の
初
代
総
長
及
び
東
京
大
学
と
な
っ
た
の
は

い
つ
か
ら
か
。

・�

昭
和
三
九
年
当
時
の
入
試
要
項
を
知
り
た
い
。

・�『
東
京
大
学
史
紀
要
』
の
文
章
を
広
報
誌
（
他
機
関
）

に
掲
載
し
た
い
。
許
可
は
必
要
か
。

・�

史
料
室
に
あ
る
目
録
（
文
部
省
往
復
・
官
庁
往
復
、
准

允
な
ど
）
を
全
て
複
写
し
た
い
が
、
史
料
室
以
外
で
閲
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覧
で
き
る
所
（
複
写
可
能
な
と
こ
ろ
）
が
あ
れ
ば
教
え

て
ほ
し
い
。

・�

明
治
期
の
農
学
部
教
員
の
履
歴
照
会
。

・�

帝
国
大
学
文
科
大
時
代
（
明
治
二
五
年
一
～
三
月
）
の

教
授
会
の
史
料
及
び
当
時
総
長
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
の

書
簡
を
み
た
い
。

・�

明
治
二
七
年
卒
業
の
卒
業
証
書
な
ど
所
蔵
し
て
い
る

か
。

・�

山
崎
覚
次
郎
博
士
に
関
す
る
史
料
所
蔵
の
有
無
に
つ
い

て
。

・�

東
京
医
科
大
学
創
始
者
に
つ
い
て
調
べ
た
い
。
大
学
南

校
の
こ
と
を
調
べ
た
い
。

・�

昭
和
戦
前
期
の
卒
業
生
の
名
簿
に
つ
い
て
。

・�

昭
和
五
五
年
当
時
の
総
長
の
名
前
の
読
み
方
を
教
え
て

ほ
し
い
。


